
こ れからも 市民の皆様と ともに歩んでいきます！

令和7 年４月３０日

号

2 0 2 5

12月

定例会は
年に4回

3月

6月9月

河田　 敦史 石川　 京樹 佐藤　 恭子 横須賀　 咲紀 若林　 芽育 手塚　  泉

岡本　 源二郎 今野　 哲也 出井　 昌子 茂木　 祐佳里 小室　 かな子 佐藤　 孝明

大久保　 順也 小倉　 久美 岩井　 潤子 秋成　  大 菅原　 一浩

長谷川　 武士 矢古宇　 芳一 柴田　 賢司 保坂　 栄次

原　 ち づる 高橋　 英樹 中塚　 英範 平松　 明夫 成島　 隆裕 菅野　 大造

内藤　 良弘 黒子　 英明 篠﨑　 圭一 山﨑　 昌子 久保井　 永三 福田　 久美子

福田　 智恵 郷間　 康久 駒場　 昭夫 渡辺　 道仁 金沢　  力 馬上　  剛

今井　 政範 小林　 紀夫 舟本　  肇 岡本　 芳明 熊本　 和夫 塚田　 典功
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議会の活動を お届けし て５０ 年！
～２００ 号までの歩み～

議会広報紙「 あなたと 市議会」が、今号で記念すべき２００号を迎えまし た。

昭和５０年７月の創刊から の歩みを代表的な表紙とと も に、振り 返ります！

～広報広聴委員会より メッ セージ～

特集～こ れまでの歩み～

議会の活動を広く 市民にお知ら せし 、より 身

近なも のに感じ ていただくため「 あなたと 市議

会」が創刊さ れました。

昭和５０年７月１５日発行

記念すべき
創刊号！

祝1 0 0号！

合併後初の
発行号！

▲広報広聴委員会の様子

議員の改選などで、
臨時会が開かれる時も 、

臨時号を発行し ています！

市内の大学生に
表紙を制作し て
もら いまし た！

第１号

介護保険制度のスタート に合わせ、平成12

年3月定例会において、宇都宮市介護保険条

例を制定しました。

平成１２年４月２０日発行第１００ 号

平成８ 年に市制及び市議会が１００ 周年を迎え、

同時に中核市に指定さ れました。

平成８年４月１７日発行第８４号

平成１９ 年３ 月３１ 日に宇都宮市、上河内町、

河内町が合併し 、「 新・ 宇都宮市」 が誕生しま

した。

表紙には、「 合併記念式典」 の様子が掲載

さ れています。

平成１９年４月２４日発行第１２８ 号

平成２５ 年９ 月定例会閉会日に、議会基本条

例が全会一致で可決さ れ、同日施行さ れまし

た。表紙には、議決時の議場の様子が掲載さ

れています。

平成２５年１０月２４日発行

読者の皆様に「 見やすく 、わかり やすく 伝わ

る 紙面づくり 」を目指し 、一般質問記事や常任

委員会審査記事など のレイアウト をリ ニューア

ルしました。

議会広報紙「 あなたと 市議会」は、毎号、広報広聴委

員会で表紙や掲載内容などを決定し 、発行し ています。

　 市議会を さ ら に身近に感じ 、関心を 持っ て いただ

けるよう 、こ れから も 議会の活動を 広く お知ら せし 、

皆様に親し まれる議会広報紙を 作成し てまいり ます！

令和７年１月２８日発行第１９９ 号

ＬＲＴ 導入計画の賛否に関する 住民投票条

例の制定について、臨時会が開かれたため、

臨時号を発行しました。

平成２６年２月２１日発行臨時号 タブロイド 判からＡ４ 判フルカラ ーに変更し

ました。表紙は開かれた議会の取り 組み、議場

ジャズコンサート の様子です。

平成２０年７月２５日発行第１３３ 号

第１５４ 号

特集～こ れまでの歩み～
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定例会の概要

「 会派」と は、自分たちの意見を効果的に市政に反映
さ せるために、所属政党に限らず、理念を同じくする
議員によって作られた団体のことをいいます。

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯

◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ◯ ● ● ●

◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ◯ ● ● ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯

◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ◯ ◯ ● ●

◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯

● ● ● ● ● ● ● ● ◯ ●

● ● ● ● ● ● ● ◯ ● ◯

● ◯ ● ◯ ● ● ● ◯ ◯ ◯

● ● ● ◯ ● ● ● ◯ ◯ ●

◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ◯ ● ● ◯

◀ 議員ごと の
　 賛否はこちら

　 市議会ホームページで、生放送と 議会中継の
録画配信が見られます！

　 詳しい討論の内容は、下記の二次元コード から

ご覧ください。

▲詳しくはこちらから

会派名

共産党

公明党

参政党

緑

未来

自民党

◇議案第1 7 号、4 2 号、4 3 号、4 4 号⇒

◇陳情第3 3 号、３4 号⇒　 　 　 　 　 　 　 ◇議員案第3 号⇒

◇議案第1 7 号⇒

◇議案第1 7 号、5 4 号⇒　 　 　  ◇陳情第3 2 号、3 4 号⇒

◇議案第1 7 号⇒

◇議案第1 7 号、1 8 号、4 1 号⇒

◇議案第1 7 号、3 4 号⇒

反 対

反 対不採択に反対

反 対

反 対

賛 成

賛 成

議案や陳情ごと の賛否

維

新

自

民

党

結

果

市

民

連

合

公

明

党

共

産

党

清

　

風

健

未

　

来

緑

参

政

党

市

長
提

出

議
案

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

不採択

可 決

不採択

可 決

可 決

市
長
提
出
議
案

議
員
案

　 本市議会には10会派あります。
　 本紙内では、会派名を（ ）内の略称で表記し
ています。

・ 自由民主党議員会（ 自民党）19人

・ 市民連合（ 市民連合）8人

・ 公明党議員会（ 公明党）6人

・ 日本共産党宇都宮市議員団（ 共産党）3人

・う つのみや維新（ 維新）3人

・ 清風クラブ（ 清風）2人　

・ 健（ 健）1人※

・ 未来への架け橋（ 未来）1人

・ 緑の地球（ 緑）1人

・ 参政党　 政治参加を促す会（ 参政党）1人
※会派の名称が3月12日付で「 宇都宮　 立憲」から

「 健」に変更になりました。

採
決
結
果
の

表
記

会派の構成 【 3 月定例会時点】

会派の賛否が分かれた案件会派の賛否が分かれた案件

全会一致で決定し た案件全会一致で決定し た案件

討論を行った会派討論を行った会派

結果

・ 会派の賛否が分かれた案件については
議案・ 陳情・ 議員案番号を表記

・ 本会議での態度を賛成・ 採択は「 ○」、
反対・ 不採択は「 ●」と 表記

不採択

不採択

反 対

議
員
案

陳

情

【 議案第2号】6年度一般会計補正予算（ 第７ 号）
【 議案第54号】製造請負契約の締結（ LRT車両用台車製造）

【 議案第17号】7年度一般会計予算
【 議案第18号】7年度国民健康保険特別会計予算

【 議案第19号】7年度介護保険特別会計予算
【 議案第21号】7年度後期高齢者医療特別会計予算
【 議案第42号】宇都宮市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定
【 議案第43号】宇都宮市幼保連携型認定こども園の学級の編制、職員、設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部改正

【 議案第44号】宇都宮市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める
条例及び宇都宮市特定教育・ 保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する
基準を定める条例の一部改正

【 議案第34号】宇都宮市一般職の職員の給与に関する条例の一部改正

【 議案第40号】宇都宮市介護保険条例及び宇都宮市指定介護予防支援等の事業
の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支
援の方法に関する基準を定める条例の一部改正

【 議案第41号】宇都宮市国民健康保険税条例の一部改正

【 議案第58号】財産の取得について（ 特定公園施設等）

【 陳情第31号】市民と 共に「 いじめ」「 自殺」「 児童虐待」「 犯罪」等を減らす取り 組みについての陳情

【 陳情第32号】地域住民と 市議会及び市役所執行部による、地域密着型議会（ 三
者懇談又は説明会）の開催に関する陳情

【 陳情第33号】高額療養費の限度額引き上げの見直しを求める陳情

【 陳情第34号】LRTの『 西部へ延伸』に関する「 延伸の本質的な検討」と「 特許申請に
要する調査費の否決」を求める陳情 

【 議員案第3号】インクルーシブ教育システムの構築に向け、教育現場の実態調査と
環境整備を求める意見書

【 議員案第4号】選挙の適正な実施を確保するために速やかな対応を求める意見書

宇都宮市固定資産評価審査委員会委員の選任（ 小部友紀子氏）

6年度特別会計補正予算（ 国民健康保険（ 第2号）、介護保険（ 第3号）、母子父子寡婦
福祉資金貸付事業（ 第1号）、後期高齢者医療（ 第2号）、競輪（ 第1号）、駐車場（ 第1号）、
鶴田第2土地区画整理事業（ 第1号）、宇大東南部第1土地区画整理事業（ 第1号）、
宇大東南部第2土地区画整理事業（ 第1号）、岡本駅西土地区画整理事業（ 第2号）、
育英事業（ 第1号））

6年度事業会計補正予算（ 水道（ 第4号）、下水道（ 第4号）、中央卸売市場（ 第1号））

7年度特別会計予算(母子父子寡婦福祉資金貸付事業、競輪、駐車場、鶴田第2土地区
画整理事業、宇大東南部第2土地区画整理事業、岡本駅西土地区画整理事業、育英事業）

7年度事業会計予算(水道、下水道、中央卸売市場)

条例の一部改正（ 宇都宮市特別会計条例、宇都宮市部課設置条例、宇都宮市職員の
勤務時間、休日及び休暇に関する条例、宇都宮市一般職の職員の旅費に関する条例等、
宇都宮市職員の退職手当に関する条例、地方公務員法等の一部改正に伴う 関係条例の
整備に関する条例、宇都宮市公園条例、宇都宮市景観条例、宇都宮市手数料条例、
宇都宮市移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基準を定める条例、
宇都宮市水道の布設工事監督者の配置に関する基準並びに布設工事監督者及び
水道技術管理者の資格を定める条例、宇都宮市入学一時金貸付条例）

条例の制定（ 宇都宮市地域で支え合う 自治会条例、栄養士法の一部改正に伴う 関係
条例の整備に関する条例、宇都宮市太陽光発電事業と 地域と の調和に関する条例）

包括外部監査契約の締結

工事請負契約の締結（ 北西部地域体育施設整備事業実施設計・ 施工業務）

財産の減額貸付（ 集会所等の施設設備及び敷地）

市道路線の認定及び廃止

財産の取得（ 準用河川新川今宮調節池整備事業用地、中学校教師用指導書）

宇都宮市副市長の選任（ 青木克之氏）

宇都宮市教育委員会教育長の任命（ 小堀茂雄氏）

宇都宮市議会個人情報の保護に関する条例の一部改正
宇都宮市議会基本条例の一部改正

不採択に反対

本会議の採決結果
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採
決

採
決

採
決

採
決

定例会の概要

定例会の日程と 概要

注目の議案注目の議案注目の議案
７年度一般会計予算（ 第１７号）

宇都宮市地域で支え合う 自治会条例の制定

宇都宮市太陽光発電事業と 地域と の調和に関する条例の制定

６年度一般会計補正予算（ 第７号）
 ・ 定額減税補足給付金で給付額に不足が生じる方に対し 、追加で給付金を支給

 ・災害発生時に、避難所における衛生的なト イレ環境などを 整備するための自走式
 水洗ト イレカ ーの導入　 など

本 会 議
[ 開 会 ] 提

案

2 月2 6 日
議案の採決
・ 固定資産評価審査委員会委員の選任を可決

・ 市長が６ 年度補正予算案や７ 年度予算案などの議案を説明

議案の提案理由説明　

本 会 議

3 月1 0 日 
議案の提案理由説明 
議案の採決
・ 宇都宮市副市長の選任、

教育長の任命議案について

説明を受け、可決

本 会 議

3 月5 日 
議案の採決 
・６ 年度補正予算案に

ついて、各常任委員会の

委員長が審査結果を報告

・ 議案を可決⇒  6 ～1 0 ページ

⇒  14 ～15 ページ

質
疑

本 会 議
［ 一般質問］

議員が質問　
・ 18名の議員が議案についての

質疑と あわせて、市政全般に

ついて質問し 、市長などが回答

3 月5・ 6・ 7・ 1 0 日

常 任 委 員 会
(総務、厚生、子ども 教育、
 環境経済、建設)

議案の審査 審
査

2 月2 7 日

・６ 年度補正予算の議案について、各常任委員会で

所管ごとに執行部から詳しい説明を受け、審査

・ 委員会としての可否を決定

分野に分けて、
５つの常任委員会を
常時設置し ています。

⇒  1 1 ページ

⇒  1 6 ページ

常 任 委 員 会
(総務、厚生、
 子ども 教育、
環境経済、建設)

議案・ 陳情の審査 審
査

3 月1 3・ 1 4 日

・７ 年度予算案などについて、

各常任委員会で所管ごとに

執行部から詳しい説明を受け、審査

・ 委員会として可否を決定 ⇒  1 1 、 1 4 ～1 5   ページ

令和7 年
3 月定例会を

開催

令和7 年
3 月定例会を

開催

令和7 年
3 月定例会を

開催

採決結果はこちら

採決結果はこちら

本 会 議
[ 閉 会 ]

3 月2 5 日 
議案・ 陳情・ 議員案の採決
・ 各常任委員会の委員長が審査結果を報告

・ 議案・ 陳情・ 議員案について賛成・ 反対の討論

・ 議案・ 陳情・ 議員案の可否を決定

・ 正副議長選挙

⇒  1 1 ページ
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QAQQ AA

QQQ AAA

QQQ AAA

こ こ がき きたい!　 一般質問各議員記事の二次元コ ード から 一般質問動画をご覧になれます

質問時間

70分

代表質問

質問時間

70分

代表質問

　
財
政
運
営
を
中
長
期
的
に
適
切
に
管
理
す
る
た
め

に
も
、
現
実
に
即
し
た
中
期
財
政
計
画
の
作
成
が
求

め
ら
れ
る
が
、
今
後
の
作
成
方
針
は
。

　
中
期
財
政
計
画
は
、
毎
年
度
ロ
ー
リ
ン
グ
し
て
策

定
し
て
い
る
た
め
、
７
年
度
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

物
価
高
騰
の
影
響
や
扶
助
費
の
大
幅
な
伸
び
を
適
切

に
反
映
し
、
将
来
に
わ
た
り
財
政
の
健
全
性
を
確
保

す
る
た
め
の
方
策
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。 （
市
長
）

　
こ
れ
ま
で
以
上
に
女
性
が
活
躍
で
き
る
社
会
の
実

現
に
向
け
、
新
体
制
「
女
性
活
躍
推
進
官
」「
女
性
活

躍
推
進
課
」
の
も
と
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

　
女
性
の
雇
用
状
況
の
実
態
調
査
や
フ
ェ
ム
テ
ッ
ク

の
活
用
促
進
、
女
性
な
ど
の
雇
用
創
出
に
向
け
た
オ

フ
ィ
ス
企
業
の
誘
致
促
進
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

女
性
活
躍
担
当
専
門
員
を
任
用
し
、
分
野
横
断
的
な

施
策
・
事
業
を
検
討
す
る
な
ど
、
全
市
的
な
女
性
活

躍
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
創
出
を
図
っ
て
い
く
。 （
市
長
）

　
宇
都
宮
市
地
域
で
支
え
合
う
自
治
会
条
例
に
掲
げ

る
「
持
続
可
能
な
自
治
会
活
動
」
の
実
現
に
向
け
た
、

今
後
の
自
治
会
活
性
化
・
加
入
促
進
へ
の
支
援
に
対

す
る
意
気
込
み
と
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

　
自
治
会
活
動
の
Ｐ
Ｒ
強
化
や
、
自
治
会
費
の
口
座

振
替
費
用
助
成
の
創
設
、
大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
で
の
加

入
促
進
な
ど
、
支
援
施
策
の
さ
ら
な
る
強
化
を
図
り
、

地
域
社
会
を
支
え
る
重
要
な
基
盤
で
あ
る
自
治
会
を

未
来
へ
受
け
継
い
で
い
け
る
よ
う
、
全
力
で
取
り
組

む
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
市
長
）

塚
田
　
典
功

（
自
民
党
）

　
Ｎ
Ｃ
Ｃ
の
形
成
に
向
け
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
ハ
ブ
の
設

置
に
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
市
民
ニ
ー
ズ
や
事
業
者
の
協
力
意
向
が
確
認
で
き

た
た
め
、
７
年
度
に
、
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
停
留
場
な
ど

２
か
所
に
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
モ
ビ
リ
テ
ィ
や
地
域
内

交
通
等
が
利
用
で
き
、
買
い
物
、
休
憩
、
交
流
・
活
動

な
ど
が
で
き
る
環
境
を
備
え
た
モ
ビ
リ
テ
ィ
ハ
ブ
を

民
間
事
業
者
と
共
創
で
設
置
す
る
と
と
も
に
、
市
内

全
域
に
拡
大
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
く
。
　 

（
市
長
）

　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
高
額
だ
が
、
低
所
得
者
へ

の
対
策
は
。
ま
た
、
実
施
に
当
た
っ
て
の
接
種
体
制

は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
接
種
機
会
を
逃
す
こ
と
の

な
い
よ
う
、
生
活
保
護
受
給
者
に
加
え
、
市
民
税
非

課
税
世
帯
の
方
に
も
無
料
で
の
接
種
を
予
定
し
て
い

る
。
ま
た
、
身
近
な
か
か
り
つ
け
医
療
機
関
で
接
種

で
き
る
よ
う
、
市
内
約
250
か
所
で
接
種
で
き
る
体
制

を
確
保
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
市
長
）

　
５
歳
児
健
康
診
査
を
ど
の
よ
う
に
実
施
し
て
い
く

の
か
。
ま
た
、
実
施
時
期
は
い
つ
頃
か
。

　
７
年
度
に
５
歳
に
な
る
す
べ
て
の
子
ど
も
に
対

し
、
社
会
性
な
ど
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
５
月
に

行
い
、
発
達
状
況
が
心
配
さ
れ
る
子
ど
も
に
８
月
か

ら
集
団
健
診
を
行
う
。
集
団
健
診
で
は
子
ど
も
の
特

性
を
見
極
め
、
子
育
て
相
談
な
ど
を
通
し
て
保
護
者

の
不
安
解
消
に
取
り
組
み
、
健
診
後
の
支
援
が
必
要

な
子
ど
も
に
は
、
適
切
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
取
り

組
む
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
市
長
）

菅
野
　
大
造

（
公
明
党
）

　
夜
間
休
日
救
急
診
療
所
の
診
療
体
制
の
ひ
っ
迫
に

つ
い
て
、
現
場
の
意
見
を
反
映
し
、
診
療
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
改
善
や
十
分
な
人
員
確
保
を
す
べ
き
で
は
。

さ
ら
に
、
医
療
Ｄ
Ｘ
を
活
用
し
た
診
療
体
制
の
効
率

化
を
図
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
、
検
討
を
進
め
て
は
。

　
市
医
師
会
や
診
療
所
の
従
事
者
な
ど
と
意
見
交
換

を
進
め
て
お
り
、
今
後
は
、
人
員
配
置
の
見
直
し
や
、

電
子
カ
ル
テ
、
自
動
精
算
機
な
ど
の
速
や
か
な
導
入

に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
く
。 

（
保
健
福
祉
部
長
）

　
虐
待
の
未
然
防
止
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
が
早
期

に
連
携
し
、
親
子
を
支
え
ら
れ
る
よ
う
、
よ
り
実
効
性

の
あ
る
子
育
て
支
援
体
制
の
構
築
が
必
要
で
は
。

　
市
内
５
か
所
の
保
健
福
祉
拠
点
を
「
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
相
談
窓
口
」
に
位
置
付
け
、
相
談
支
援
を

行
っ
て
お
り
、
支
援
が
必
要
な
家
庭
に
は
、
関
係
機

関
が
連
携
し
、
個
々
の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
支
援

に
つ
な
げ
て
い
る
。
今
後
は
、
よ
り
身
近
な
地
域
で

子
ど
も
を
支
え
る
体
制
を
強
化
し
て
い
く
。 （
市
長
）

　
い
じ
め
防
止
や
健
全
な
学
校
環
境
の
構
築
に
つ
な

が
る
「
子
ど
も
の
権
利
」
に
関
す
る
教
育
と
、
子
ど
も

の
権
利
意
識
の
醸
成
を
、
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

　
市
で
は
、
人
権
教
育
を
推
進
し
て
お
り
、
教
員
対

象
の
研
修
会
に
お
い
て
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
な
ど

を
取
り
上
げ
、
児
童
生
徒
が
自
ら
の
権
利
に
つ
い
て

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
指
導
の
充
実
を

図
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
人
権
尊
重
の
精
神
を
育
む

教
育
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。　
　 

（
教
育
長
）

福
田
　
智
恵

（
市
民
連
合
）

質問時間

70分

代表質問

※1 フェムテック（ Fem tech） ：  Fem a le（ 女性）と  Techno lo gy（ 技術）をかけ合わせた造語で、女性の健康課題をテクノロジーで解決へと

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 導く製品やサービス
※2 モビリ ティハブ ：  ライト ライン、地域内交通、路線バス、タクシーなどの多様な交通モード の接続・ 乗換え地点

※

2

※

１
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代表質問

質問時間

60分

　
白
沢
地
区
の
歴
史
文
化
資
源
の
保
存
・
継
承
に
向

け
た
支
援
や
、
魅
力
向
上
に
向
け
た
観
光
振
興
に
、

今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
市
指
定
文
化
財
の
保
存
活
動
や
修
理
費
用
、
み
や

遺
産
の
清
掃
な
ど
の
ま
ち
な
み
保
全
活
動
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
支
援
し
て
い
く
。
ま
た
、
白
沢
宿
の
ま
ち

な
み
や
地
酒
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
お
り
、
今

菅
原
　
一
浩

（
自
民
党
）

代表質問

こ こ がきき たい!　 一般質問

7

一般質問の内容に関するお問い合わせ先　 議会事務局政策調査課　 　 0 2 8 -6 3 2 -2 6 1 1

質問時間

70分

質問時間

70分

質問時間

40分

　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
待
遇
改
善
に
つ
い
て
、
国

の
期
間
業
務
職
員
の
採
用
に
お
い
て
、
公
募
に
よ
ら

な
い
再
採
用
を
連
続
２
回
ま
で
と
す
る
回
数
の
上
限

が
撤
廃
さ
れ
た
。市
も
速
や
か
に
見
直
す
べ
き
で
は
。

　
市
で
は
、
毎
年
度
、
競
争
試
験
で
の
任
用
を
原
則

と
し
つ
つ
も
、
上
限
２
回
ま
で
、
面
接
な
ど
の
選
考

に
よ
る
再
度
の
任
用
を
可
能
と
し
て
お
り
、
現
状
、

有
為
な
人
材
を
安
定
的
に
確
保
で
き
て
い
る
た
め
、

こ
の
運
用
を
継
続
し
て
い
く
。
　 

（
行
政
経
営
部
長
）

　
国
民
健
康
保
険
（
以
下
「
国
保
」
）
に
つ
い
て
聞
く
。

　
①
７
年
度
か
ら
の
国
保
税
率
引
き
上
げ
に
よ
り
、

１
人
当
た
り
平
均
で
、
年
間
８
０
１
７
円
の
負
担
増

と
な
る
。物
価
高
に
あ
え
ぐ
市
民
生
活
に
鑑
み
れ
ば
、

国
の
国
保
財
政
へ
の
支
援
の
増
額
と
市
の
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
で
賄
い
、
被
保
険
者
へ
の
負
担
増

は
行
う
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

　
②
子
育
て
支
援
の
た
め
、
「
子
ど
も
の
均
等
割
」
を

さ
ら
に
軽
減
し
て
は
。

　
①
国
保
は
、
国
な
ど
の
公
費
や
保
険
税
で
財
源
を

賄
う
の
が
原
則
で
あ
り
、
国
に
さ
ら
な
る
財
政
支
援

を
要
望
し
て
い
く
。
ま
た
、
制
度
の
構
造
的
な
問
題

に
対
応
す
る
た
め
の
繰
り
入
れ
を
可
能
な
限
り
行
っ

て
お
り
、
な
お
不
足
す
る
財
源
に
対
し
て
は
、
低
所

得
者
へ
の
影
響
に
配
慮
し
、
引
き
上
げ
を
判
断
し
た
。

　
②
国
保
は
、
国
の
制
度
の
中
で
構
築
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
考
え
る
た
め
、
均
等
割
の
さ
ら
な
る
軽
減
な
ど
に

つ
い
て
国
に
要
望
し
て
い
く
。
　 

（
保
健
福
祉
部
長
）

福
田
　
久
美
子

（
共
産
党
）

　
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う

な
経
済
成
長
は
見
込
め
ず
、
税
収
の
大
き
な
伸
び
を

期
待
す
る
の
も
危
険
で
あ
り
、
自
治
体
の
財
政
は
、

長
期
的
に
見
る
と
厳
し
い
状
況
が
続
く
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
収
入
源
と
し
て
、

ま
ち
な
か
観
光
に
資
す
る
費
用
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

宿
泊
者
の
移
動
手
段
の
利
便
性
向
上
や
、
出
す
ゴ
ミ

の
処
理
費
な
ど
に
充
当
す
る
「
宿
泊
税
」
を
検
討
し

て
み
て
は
ど
う
か
。

　
宿
泊
税
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
宿
泊
事
業
者
な

ど
と
、
宿
泊
者
か
ら
徴
収
し
た
税
金
の
納
付
方
法
や

経
費
負
担
な
ど
を
十
分
に
協
議
し
理
解
を
得
る
と
と

も
に
、
課
税
対
象
者
や
税
率
の
課
税
要
件
な
ど
を
整

理
し
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
今
後
、

宿
泊
事
業
者
な
ど
と
の
合
意
形
成
方
法
や
先
進
自
治

体
で
の
導
入
効
果
な
ど
を
把
握
し
、
宿
泊
税
の
導
入

の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
く
。　
　
　 

（
理
財
部
長
）

篠
﨑
　
圭
一

（
自
民
党
）

　
デ
ジ
タ
ル
施
策
に
つ
い
て
、
近
年
の
サ
イ
バ
ー
攻

撃
で
は
、
委
託
業
者
か
ら
の
情
報
漏
洩
も
増
え
て
い

る
が
、
業
者
へ
の
指
導
や
基
準
、
監
査
体
制
は
。

　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
認
証
の
取
得
な
ど
情
報
の
取
り
扱

い
を
遵
守
さ
せ
る
ほ
か
、
市
か
ら
情
報
を
持
ち
出
す

業
者
に
適
時
、
立
入
監
査
を
行
う
体
制
を
整
備
し
て

き
た
。
さ
ら
に
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
で
機
密
性
が

高
い
情
報
を
取
り
扱
え
る
業
者
は
国
の
第
三
者
認
証
取

得
を
条
件
と
す
る
な
ど
対
策
を
強
化
し
た
。 （
市
長
）

　
斎
場
の
残
骨
灰
に
つ
い
て
、
６
年
の
市
政
世
論
調

査
で
調
査
を
行
っ
た
意
図
と
結
果
を
ど
う
捉
え
た
の

か
。ま
た
、
資
源
循
環
の
観
点
か
ら
、
市
で
も
残
骨
灰

に
含
ま
れ
る
有
価
物
の
売
却
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

　
次
の
事
業
期
間
に
向
け
、
市
民
の
考
え
を
把
握
す

る
た
め
に
実
施
し
、
結
果
か
ら
「
有
価
物
を
売
却
し
財

源
に
充
て
る
こ
と
」
に
つ
い
て
、
市
民
の
約
８
割

か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。
今
後

は
有
価
物
の
売
却
も
含
め
、
残
骨
灰
の
処
理
方
法
を

検
討
し
て
い
く
。
　
　
　 

（
市
民
ま
ち
づ
く
り
部
長
）

　
大
阪
・
関
西
万
博
へ
の
出
展
を
契
機
と
し
た
レ
ガ

シ
ー
構
築
に
つ
い
て
の
見
解
と
、
市
民
や
企
業
に
対

す
る
機
運
醸
成
の
強
化
に
つ
い
て
聞
く
。

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
や
Ｎ
Ｃ
Ｃ
の
形
成
な

ど
、
市
の
先
駆
的
な
取
組
が
レ
ガ
シ
ー
と
な
り
、
市
の

認
知
度
向
上
、
交
流
人
口
な
ど
の
増
加
に
つ
な
げ
る

と
と
も
に
、
多
様
な
広
報
手
段
を
活
用
し
た
情
報
発

信
に
よ
り
、機
運
醸
成
に
努
め
る
。（
総
合
政
策
部
長
）

茂
木
　
祐
佳
里

（
維
新
）

※ ゼロカーボント ランスポート  ：  ライト ラインを、家庭用太陽光発電などにより 発電された、地域由来の再生可能エネルギーのみで

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  走行させるもの。

※
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QAA A

QA

Q

QAQA

Q

後
も
地
域
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
観
光
振
興
に
取

り
組
ん
で
い
く
。　
　
　
　
　
　 

（
魅
力
創
造
部
長
）

　
地
域
内
交
通
を
は
じ
め
と
し
た
公
共
交
通
の
充
実

に
つ
い
て
、
住
民
が
気
軽
に
外
出
で
き
る
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
重
要
だ
が
、
今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

　
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
の
西
側
延
伸
と
併
せ
て
バ
ス
路
線
を

再
編
し
、
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
内
交
通
に

つ
い
て
、
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
や
バ
ス
な
ど
と
の
接
続
強

化
に
加
え
、
停
留
所
設
置
型
予
約
運
行
方
式
な
ど
新

た
な
手
法
に
つ
い
て
も
議
論
を
深
め
、
誰
も
が
移
動

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
。（
総
合
政
策
部
長
）

　
マ
イ
ナ
救
急
を
推
進
し
、
増
大
す
る
救
急
需
要
に

対
策
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

　
マ
イ
ナ
救
急
は
、
救
急
隊
が
傷
病
者
の
情
報
を
正

確
に
把
握
し
、
医
療
機
関
の
選
定
や
搬
送
中
の
応
急

処
置
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
増
大
す
る
救
急

需
要
対
策
に
有
効
で
あ
る
た
め
、
市
と
し
て
、
７
年
度

に
国
が
全
国
展
開
す
る
実
証
事
業
に
参
画
し
、
よ
り

一
層
の
迅
速
か
つ
円
滑
な
救
急
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
消
防
長
）

こ こ がき きたい!　 一般質問各議員記事の二次元コ ード から 一般質問動画をご覧になれます

質問時間

60分

　
新
た
な
産
業
団
地
の
整
備
に
つ
い
て
、
市
で
は

「
イ
ン
タ
ー
パ
ー
ク
東
地
区
」
と
「
宇
都
宮
工
業
団

地
東
地
区
」
を
候
補
地
と
定
め
、
２
０
３
０
年
代
前
半

の
分
譲
開
始
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
聞
く
。

　
①
産
業
用
地
の
確
保
目
標
の
4 5
ha
は
ク
リ
ア
で
き

た
の
か
。
ま
た
、
両
地
区
の
想
定
規
模
や
面
積
は
。
　

②
「
宇
都
宮
工
業
団
地
東
地
区
」
に
は
、
多
く
の
農

業
者
が
存
在
す
る
が
、
事
業
区
域
に
該
当
す
る
農
家

住
宅
の
移
転
や
農
業
の
継
続
支
援
策
の
考
え
は
。

　
①
事
業
区
域
は
、
２
地
区
合
わ
せ
て
概
ね
70
ha
に

な
る
と
見
込
ん
で
お
り
、
こ
の
区
域
内
で
、
分
譲
用

地
の
目
標
で
あ
る
45
ha
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

　
②
事
業
区
域
内
に
住
宅
や
農
地
を
お
持
ち
の
皆
様

に
は
、
住
宅
の
移
転
先
や
農
業
継
続
の
た
め
の
候
補

地
選
定
な
ど
、
で
き
る
限
り
、
寄
り
添
っ
た
支
援
に

努
め
て
い
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
経
済
部
長
）

　
東
部
地
域
に
整
備
す
る
屋
内
プ
ー
ル
に
つ
い
て
、

ど
こ
に
整
備
候
補
地
を
定
め
、
い
つ
ま
で
に
確
定
し
、

い
つ
か
ら
基
本
設
計
に
着
手
す
る
の
か
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
推
進
ビ

ジ
ョ
ン
」
で
「
東
部
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ラ
イ
ン
」

と
位
置
付
け
た
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
沿
線
で
土
地
の
利
用

規
制
や
周
辺
環
境
な
ど
の
視
点
を
踏
ま
え
、
複
数
の

整
備
候
補
地
を
比
較
検
討
し
て
い
る
。
整
備
候
補
地
、

施
設
の
機
能
・
規
模
や
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
早
期

に
取
り
ま
と
め
て
公
表
し
た
う
え
で
、
７
年
度
内
に

基
本
設
計
に
着
手
し
て
い
く
。
　 

（
魅
力
創
造
部
長
）

郷
間
　
康
久

（
市
民
連
合
）

※ マイナ救急 ：  救急隊員がカードリ ーダーでマイナ保険証を読み取り 、傷病者の受診歴や薬剤情報などの医療情報等を正確に把握する

　 　 　 　 　 　 　 取り 組み。

※

質問時間

60分

　
都
心
部
の
ま
ち
づ
く
り
や
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
、
パ
ル
コ
跡
の
利
活
用
を
起
点
と

し
、
ゼ
ビ
オ
社
と
共
に
官
民
共
創
で
取
り
組
ん
で
は
。

　
７
年
度
、
新
た
に
バ
ン
バ
通
り
で
居
心
地
の
良
い

空
間
づ
く
り
の
社
会
実
験
に
取
り
組
み
、
ゼ
ビ
オ
グ

ル
ー
プ
と
の
連
携
も
図
り
な
が
ら
、
歩
き
た
く
な
る
・

訪
れ
た
く
な
る
空
間
の
創
出
を
目
指
す
。
さ
ら
に
、

長
谷
川
　
武
士

（
自
民
党
）

質問時間

60分

　
近
年
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
自
然
災
害
へ
の
対
応

策
と
し
て
、
よ
り
迅
速
・
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
、

市
総
合
治
水
・
雨
水
対
策
推
進
計
画
の
見
直
し
を
含

め
、
計
画
の
加
速
化
を
強
力
に
進
め
る
べ
き
で
は
。

　
昨
年
、
豪
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
を
受
け
た
市
南
部
の

被
害
軽
減
に
つ
な
が
る
、
今
宮
調
節
池
の
対
策
工
事

が
７
年
度
早
々
に
完
了
す
る
。
ま
た
、
７
年
度
に
計

画
を
見
直
し
、
長
期
目
標
を
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、

調
節
池
な
ど
の
新
た
な
整
備
に
着
手
す
る
。 （
市
長
）

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
現
地
決
済
型
な
ど
納

税
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
納
税
促

進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
来
訪
者
が
現
地
で
寄
附
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る

た
め
、
７
年
度
か
ら
市
内
の
一
部
の
ゴ
ル
フ
場
で
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
寄
附
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
寄
附
促
進
に
向
け
、
返
礼

品
の
拡
充
や
、
友
好
都
市
の
う
る
ま
市
と
連
携
し
た

両
市
共
通
の
返
礼
品
の
開
発
を
進
め
る
。
　 

（
市
長
）

　
給
水
ス
ポ
ッ
ト
「
宮
の
泉
」に
つ
い
て
、
市
内
外
へ

の
ア
ピ
ー
ル
に
加
え
、
さ
ら
な
る
設
置
や
整
備
予
定

の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
へ
の
設
置
を
検
討
し
て
は
。

　
７
年
度
は
、
大
谷
コ
ネ
ク
ト
と
う
つ
の
み
や
表
参
道

ス
ク
エ
ア
へ
の
設
置
を
検
討
し
て
お
り
、「
宮
の
泉
」
を

巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
実
施
な
ど
も
検
討
し
て
い

く
。ま
た
、
水
道
水
の
Ｐ
Ｒ
や
熱
中
症
予
防
に
つ
な
が

る
た
め
、
整
備
予
定
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
へ
の
設
置
も
検

討
し
て
い
く
。　
　
　
　
　  

（
上
下
水
道
事
業
管
理
者
）

秋
成
　
大

（
公
明
党
）
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こ こ がきき たい!　 一般質問
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一般質問の内容に関するお問い合わせ先　 議会事務局政策調査課　 　 0 2 8 -6 3 2 -2 6 1 1

※1 みやSOIP ：  スポーツと 様 な々分野を融合させる産学官のプラット フォーム「 宇都宮版スポーツオープンイノベーションプラット フォーム」

　 　 　 　 　 　 　  のこと
※2 カーボンオフセット  ：  削減しきれない分のCO ₂排出量を、他の場所で実現したCO ₂排出削減分で埋め合わせを行う 仕組み。

※

2

国
際
的
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
「
み
や
Ｓ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
」
に

お
い
て
、
連
携
を
一
層
強
化
し
て
い
く
。
　 

（
市
長
）

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
働
き
方
改
革
を
両
立
で

き
る
よ
う
、
延
長
窓
口
の
見
直
し
を
検
討
す
る
に
当

た
り
、
現
状
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
聞
く
。

　
延
長
窓
口
の
利
用
者
数
が
全
体
の
７
％
程
度
に
留
ま

る
一
方
で
、
各
種
証
明
書
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
コ

ン
ビ
ニ
交
付
の
割
合
は
、
今
後
も
伸
び
が
見
込
ま
れ
る

た
め
、
現
在
、
見
直
し
の
検
討
を
進
め
て
お
り
、
窓
口

を
利
用
さ
れ
る
皆
様
の
利
便
性
に
も
十
分
配
慮
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
市
長
）

　
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
に
つ
い
て
、
都
市
部
な

ど
の
森
林
を
持
た
な
い
自
治
体
で
は
有
効
な
活
用
が

で
き
て
い
な
い
た
め
、
都
市
部
の
自
治
体
と
市
が
連

携
し
、
森
林
整
備
な
ど
の
事
業
を
推
進
し
て
は
。

　
都
市
部
の
自
治
体
よ
り
譲
与
税
の
活
用
先
と
し
て
連

携
の
要
望
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
林
業
体
験
ツ
ア
ー
等

の
既
存
事
業
と
の
連
携
方
策
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

森
林
整
備
に
よ
る
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
の
事
業
実

施
に
よ
る
効
果
等
を
検
証
し
て
い
く
。 （
経
済
部
長
）

質問時間

60分

　
生
活
保
護
は
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
の
根
幹
を
な

す
重
要
な
制
度
だ
が
、
近
年
、
不
正
受
給
が
全
国
的

に
注
目
さ
れ
て
い
る
。
不
正
受
給
の
放
置
は
、
生
活

保
護
が
必
要
な
人
々
に
必
要
な
支
援
が
提
供
で
き
な
く

な
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
全
体
の
信
頼
性
も
損
な
い

か
ね
な
い
が
、
不
正
受
給
を
防
ぐ
た
め
の
対
応
は
。

　
市
で
は
、
生
活
保
護
の
開
始
時
や
家
庭
訪
問
時
に
、

収
入
申
告
の
義
務
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
保
護
制
度

の
丁
寧
な
説
明
を
行
う
と
と
も
に
、
資
産
の
保
有
状

況
や
生
活
状
況
の
実
態
を
把
握
し
、
適
切
に
指
導
す

る
こ
と
に
加
え
、
毎
年
、
全
て
の
生
活
保
護
世
帯
を

対
象
に
収
入
や
資
産
の
申
告
を
求
め
る
こ
と
で
、
不

正
受
給
の
防
止
に
努
め
て
い
る
。 （
保
健
福
祉
部
長
）

　
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
開
業
３
周
年
を
迎
え
る
８
年
度
に
、

「
都
市
の
魅
力
の
向
上
」
な
ど
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与

す
る
よ
う
、
沿
線
の
清
原
球
場
で
、「
サ
ザ
ン
オ
ー
ル

ス
タ
ー
ズ
」
や
「
Ｍ
ｒ
ｓ
． 

Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
　
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｌ
Ｅ
」

手
塚
　
泉

（
自
民
党
）

質問時間

40分

　
ブ
レ
ッ
ク
ス
ア
リ
ー
ナ
宇
都
宮
周
辺
の
市
道
や
遊

歩
道
に
案
内
看
板
や
応
援
フ
ラ
ッ
グ
を
設
置
す
る
な

ど
、「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ま
ち
」と
し
て
ワ
ク
ワ
ク

感
を
醸
成
さ
せ
る
よ
う
な
環
境
整
備
が
必
要
で
は
。

　
ブ
レ
ッ
ク
ス
ア
リ
ー
ナ
へ
向
か
う
ル
ー
ト
に
ふ
さ

わ
し
い
取
り
組
み
の
た
め
、
地
域
の
関
係
団
体
な
ど

と
協
議
し
、
ブ
レ
ッ
ク
ス
と
と
も
に
、
来
訪
意
欲
を

高
め
る
効
果
的
な
演
出
を
検
討
し
て
い
く
。（
市
長
）

　
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
の
駅
西
側
延
伸
で
多
く
の
利
用
が

見
込
ま
れ
る
停
留
場
で
は
、
滞
留
空
間
の
確
保
や
直

接
沿
道
に
行
け
る
歩
道
橋
設
置
な
ど
を
検
討
し
て
は
。

　
多
く
の
利
用
が
見
込
ま
れ
る
停
留
場
は
、
滞
留
空

間
を
確
保
で
き
る
「
島
式
停
留
場
」
を
基
本
と
し
て
お

り
、特
に
、
通
勤
・
通
学
で
集
中
的
な
利
用
が
見
込
ま

れ
る
停
留
場
は
、
歩
道
橋
の
活
用
な
ど
で
十
分
な
滞

留
空
間
を
確
保
し
、
誰
も
が
安
全
で
使
い
や
す
い
施

設
と
な
る
よ
う
検
討
を
進
め
る
。
　
　 

（
建
設
部
長
）

高
橋
　
英
樹

（
市
民
連
合
）

質問時間

60分

　
「
宮
っ
こ
子
育
て
ア
プ
リ
」
に
つ
い
て
、
子
育
て

世
代
に
と
っ
て
、
よ
り
利
便
性
が
向
上
す
る
よ
う
、

さ
ら
な
る
進
化
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
７
年
度
に

は
、
ど
の
よ
う
に
内
容
を
拡
充
さ
せ
て
い
く
の
か
。

　
７
年
６
月
か
ら
妊
娠
届
出
時
の
妊
婦
全
数
面
接
も

ア
プ
リ
で
予
約
可
能
に
す
る
ほ
か
、
妊
産
婦
医
療
費

の
受
給
資
格
者
申
請
な
ど
を
事
前
に
電
子
申
請
で
き

る
機
能
を
新
た
に
付
加
し
、
手
続
き
を
簡
略
化
す
る

こ
と
で
妊
婦
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
く
。　 

（
市
長
）

　
観
光
行
政
に
つ
い
て
、
多
気
山
不
動
尊
周
辺
と
大

谷
景
観
公
園
周
辺
を
結
ぶ
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
な
ど
の

空
間
を
活
用
し
た
、
新
た
な
に
ぎ
わ
い
創
出
に
向
け

た
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
い
る
の
か
。

　
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど
を
活
用
し
た
食
の
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
や
、
奇
岩
群
が
織
り
な
す
特
異
な
景
観
を
生

か
し
た
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
、
地
域
の
主
体
的
な
取

り
組
み
へ
の
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
新
た
な
交
流
や

に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
て
い
く
。　
　  

（
魅
力
創
造
部
長
）

　
救
急
車
へ
の
電
動
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
の
導
入
は
、

傷
病
者
や
救
急
隊
員
の
負
担
を
軽
減
で
き
、
安
全
な

業
務
遂
行
や
救
急
体
制
の
強
化
、
女
性
職
員
の
活
躍

推
進
に
も
効
果
的
と
考
え
る
。
今
後
の
導
入
計
画
は
。

　
検
証
の
結
果
、
傷
病
者
の
痛
み
と
不
快
感
の
軽
減

や
、
救
急
隊
員
の
身
体
的
負
担
の
大
幅
な
減
少
な
ど
、

救
急
活
動
で
の
有
効
性
を
確
認
し
た
。
女
性
職
員
の

活
躍
推
進
に
も
効
果
的
な
た
め
、
７
年
度
に
更
新
す

る
救
急
車
か
ら
計
画
的
に
導
入
し
て
い
く
。  

（
消
防
長
）

渡
辺
　
道
仁

（
清
風
）

※

１

ソ イッ プ
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こ こ がき きたい!　 一般質問各議員記事の二次元コ ード から 一般質問動画をご覧になれます

質問時間

20分

　
駅
西
側
へ
の
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
延
伸
計
画
に
つ
い

て
、
な
ぜ
、
大
通
り
を
片
側
３
車
線
か
ら
１
車
線
に

減
少
し
て
も
、
渋
滞
が
悪
化
し
な
い
の
か
。

　
３
環
状
12
放
射
道
路
が
全
線
つ
な
が
る
こ
と
で
、

都
心
部
へ
の
通
過
交
通
の
流
入
抑
制
・
分
散
化
が
進
む

こ
と
や
、面
的
な
信
号
調
整
・
交
差
点
改
良
の
実
施
で
、

現
状
程
度
の
交
通
状
況
に
な
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
建
設
部
長
）

保
坂
　
栄
次

（
未
来
）

質問時間

20分

　
５
年
度
の
外
国
人
に
対
す
る
生
活
保
護
費
の
総
支

給
額
と
総
世
帯
数
、
総
人
数
は
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の

生
活
保
護
受
給
者
全
体
に
対
す
る
割
合
は
。

　
５
年
度
の
総
支
給
額
は
約
４
億
６
３
０
０
万
円
で
、

全
体
の
約
3.3
％
、
５
年
度
末
時
点
で
の
総
世
帯
数
は

174
世
帯
で
全
体
の
約
2.6
％
、
総
人
数
は
264
人
で
全
体

の
約
3.2
％
で
あ
る
。

（
保
健
福
祉
部
長
）

河
田
　
敦
史

（
参
政
党
）

質問時間

40分

　
規
模
拡
大
に
取
り
組
む
農
業
従
事
者
へ
の
支
援
を

強
化
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
農
地
と
農
業
を
守
り
、

日
本
の
食
料
を
確
保
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
市
で
は
、
農
業
機
械
の
導
入
支
援
な
ど
を
行
う
ほ

か
、
６
年
度
に
は
農
地
の
大
区
画
化
に
向
け
た
独
自
の

支
援
を
開
始
し
た
。７
年
度
か
ら
は
新
た
に
、
ス
マ
ー

ト
農
業
機
械
導
入
時
の
補
助
率
を
上
乗
せ
す
る
な
ど
、

支
援
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。　
　
　
　 

（
市
長
）

　
軽
症
の
緊
急
搬
送
患
者
か
ら
選
定
療
養
費
を
徴
収

す
る
制
度
の
導
入
に
向
け
た
動
き
が
全
国
で
あ
る
中
、

市
で
も
、
紹
介
受
診
重
点
医
療
機
関
が
一
斉
に
選
定

療
養
費
を
徴
収
す
る
よ
う
働
き
か
け
る
べ
き
で
は
。

　
各
医
療
機
関
が
緊
急
搬
送
患
者
は
中
等
症
以
上
で

あ
る
と
判
断
し
、
選
定
療
養
費
を
徴
収
し
て
い
な
い

と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
も
医
療
機
関
等
と
意
見
交

換
を
行
う
な
ど
、
安
定
的
な
救
急
医
療
体
制
を
確
保

し
て
い
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
保
健
福
祉
部
長
）

黒
子
　
英
明

（
自
民
党
）

質問時間

20分

　
脱
炭
素
に
多
額
の
予
算
を
充
て
る
一
方
、
多
く
の

温
室
効
果
ガ
ス
を
出
す
、
世
界
中
か
ら
観
光
客
を
集

め
る
事
業
に
も
多
額
の
予
算
を
使
う
こ
と
の
矛
盾
は
。

　
Ｓ
Ｓ
Ｃ
の
構
成
要
素
で
あ
る
脱
炭
素
・
地
域
経
済

循
環
・
地
域
共
生
の
３
つ
の
社
会
が
調
和
し
バ
ラ
ン

ス
よ
く
発
展
し
て
い
く
た
め
、
C
O
²

排
出
抑
制
に
取
り

組
み
な
が
ら
、
観
光
事
業
の
振
興
等
を
図
っ
て
い
る
。    

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
合
政
策
部
長
）

出
井
　
昌
子

（
緑
）

な
ど
の
有
名
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
大
規
模
な
コ
ン
サ
ー

ト
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

　
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
さ
ら
な
る
マ
イ
レ
ー
ル
意

識
の
醸
成
に
向
け
、
沿
線
地
域
の
皆
様
が
中
心
と
な

り
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
な
た
め
、
地

域
の
皆
様
や
民
間
事
業
者
と
意
見
交
換
を
進
め
て
い

る
。
音
楽
イ
ベ
ン
ト
も
含
め
、
地
域
の
皆
様
な
ど
が

主
体
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
実
施
の
手
法
や
支
援
の
在

り
方
に
つ
い
て
、
駅
西
側
延
伸
へ
の
機
運
醸
成
に
も

つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。　  

（
建
設
部
長
）

質問時間

60分

　
小
・
中
・
高
校
生
に
配
付
し
た
ｔ
ｏ
ｔ
ｒ
ａ
の
利

用
状
況
は
。
ま
た
、
小
児
用
ｔ
ｏ
ｔ
ｒ
ａ
プ
レ
ゼ

ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
引
き
換
え
で
き
な
か
っ
た
方

や
、
小
学
校
新
１
年
生
、
転
入
生
な
ど
へ
の
対
応
は
。

　
ｔ
ｏ
ｔ
ｒ
ａ
を
取
得
し
た
小
・
中
・
高
校
生
の
４

割
以
上
が
利
用
し
て
い
る
。ま
た
、
新
１
年
生
に
は
５

月
頃
に
引
換
券
を
郵
送
し
、
引
き
換
え
で
き
な
か
っ
た

方
や
転
入
生
に
も
対
象
年
齢
で
あ
れ
ば
希
望
に
応
じ

て
引
換
券
を
発
行
す
る
。　
　
　
　 

（
総
合
政
策
部
長
）

　
「
昨
年
、
新
里
ね
ぎ
生
産
組
合
と
市
で
、
初
め
て

「
全
国
ね
ぎ
サ
ミ
ッ
ト
」に
参
加
し
た
こ
と
の
効
果
は
。

　
全
国
の
消
費
者
に
直
接
「
新
里
ね
ぎ
」
を
Ｐ
Ｒ
し
、

深
く
印
象
付
け
ら
れ
た
こ
と
は
も
と
よ
り
、
全
国
の

ブ
ラ
ン
ド
ね
ぎ
産
地
の
自
治
体
職
員
と
の
意
見
交
換

を
通
し
て
、
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
高
め
る
ま
で
の
過
程

や
、
Ｐ
Ｒ
方
法
の
工
夫
点
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
今

後
に
つ
な
が
る
成
果
が
得
ら
れ
た
。　
　 

（
経
済
部
長
）

　
ろ
ま
ん
ち
っ
く
村
に
つ
い
て
、
老
朽
化
が
進
む
中
、

再
整
備
の
検
討
が
必
要
で
は
。
ま
た
、
災
害
活
動
拠

点
と
し
て
の
防
災
機
能
の
充
実
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
市
で
は
、
誰
も
が
一
日
中
楽
し
め
る
施
設
を
目
指

し
、
再
整
備
の
方
向
性
を
取
り
ま
と
め
て
お
り
、
７
年

度
は
こ
れ
を
踏
ま
え
、
施
設
の
利
活
用
の
可
能
性
と
整

備
・
運
営
手
法
を
検
討
す
る
た
め
の
調
査
な
ど
を
行
い
、

再
整
備
基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。ま
た
、
防
災
機

能
の
充
実
に
つ
い
て
も
、
計
画
の
策
定
を
進
め
る
中

で
検
討
し
て
い
く
。　
　
　
　
　
　 

（
魅
力
創
造
部
長
）

矢
古
宇
　
芳
一

（
自
民
党
）



常任委員会の主な審査

11

総務常任委員会 付託案件　 13 件

可決

地域住民と 市議会及び市役所執行部による、地域密着型議会（ 三者懇談又は説明会）の開催に関する陳情
（ 陳情第３２号）

審査で出た意見

　 議会と地域住民には距離があり、意見や質問ができない。また、議員と執行部、市民による三者の懇談の場が少なく 、市民に対す

る説明責任が果たさ れていないため、市は、議会だけでなく 、地域住民の声に耳を傾け、意見に回答すべき。

　 ついては、地域住民と議会及び市とで密着型三者懇談会、または、説明座談会を開催することを市に働きかけるよう 陳情する。

・  懇談会の開催は、税の使い道に対する透明性が向上し 、市民の市政への理解が深まり 、行政の信頼が高まっていく と 考える

ことや住民のニーズに即した政策が実現しやすく なると 考えること などから 、本陳情を採択し たい。

・  二元代表制のもと 、市議会と 市長が独立対等の立場で協議を重ねて政策実現に取り 組むとと も に、市民と の意見交換の場と

して、まちづく り 懇談会を開催するなど、意見聴取も 行っている。また、税の使途についても 、広報紙などによる公表や監査委員

等による確認・ 公表を行っていること から 、市民の声を反映できると 考えるため、こ の陳情は不採択としたい。

厚生常任委員会 付託案件　 14 件

宇都宮市地域で支え合う 自治会条例の制定（ 議案第３８ 号）

審査で出た意見

　 自治会が地域活動において果たす役割の重要性を 踏まえ、自治会に関する市民等の関心及び理解を 深め、市民の自治

会への加入や活動への参加、関係者による自治会への協力等の促進を 図るため、基本理念や関係者の具体的な役割を 規

定する条例を 制定するも の

高額医療費の限度引き 上げの見直し を 求める 陳情（ 陳情第３３ 号）

　 高額療養費制度の限度額が引き 上げら れよう とし ており 、生活と 命を 脅かす負担増はやめるべき 。ついては、医療費の

負担増である高額療養費制度の限度額引上げを 見直すこと などを 求める意見書を 国に提出するよう 陳情する。

・  経済的な理由で治療を断念するケースが増加すること が懸念さ れており 、今国会では見送りと なったが、今後、再度提出さ

れる可能性も あり 、国民の命を守ると いう 観点から 、こ の陳情は採択したい。

・  国会でも 高額医療費の限度額引き上げ見送りが決定となり、陳情者の願意が達成さ れているため、この陳情は不採択としたい。

子ども 教育常任委員会 付託案件　 1 1 件

宇都宮市乳児等通園支援事業の整備及び運営に関する基準を定める条例の制定（ 議案第４２号）

審査で出た意見

不採択

不採択

　 児童福祉法の一部改正により 、乳児等通園支援事業の整備及び運営に関する基準を市の条例で定めることと さ れたことに

伴い、当該基準に係る必要な事項を規定するも の

・  条例の職員基準において、乳児３ 人、または幼児６ 人につき 、職員１ 人以上を 配置すること で受け入れを 可能とし ているが、

職員１ 人が責任をもって保育できる範囲を超えているため、反対である。

環境経済常任委員会 付託案件　 1 1 件

宇都宮市太陽光発電事業と 地域と の調和に関する 条例の制定（ 議案第４５ 号） 可決

　 太陽光発電施設の適正な設置等について必要な事項を定めることにより 、自然環境や景観等の保全、災害の未然防止及び

市民の安全で安心な生活環境の確保を図り 、もって地域と 調和した太陽光発電事業を推進するも の

宇都宮市公園条例の一部改正（ 議案第４６ 号） 可決

・  ３ｘ３バスケット ボールのより 一層の普及を図るため、宮原運動公園に３ｘ３バスケット ボール場を新設するとと も に、当該施設

の使用料及び利用料金の上限額を規定するも の

審査で出た意見

・  物価高騰などにより 家計がひっ迫し ている状況であり 、ラ イト ラ インの西側延伸やJR宇都宮駅西口の再開発など大型事業

が控える中で、今、こ のスポーツ施設が必要なのかと いう 点で疑問があること から 、反対である。

建設常任委員会 付託案件　 2 1 件

財産の取得について（ 議案第５８ 号） 可決

　 東部総合公園整備運営事業において、新たに整備する屋根付きスケート パーク 、BM Xパーク 、屋根付き 多目的広場、芝生

広場などを有する特定公園施設等を取得するも の

可決
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○
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○
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◎
委
員
長

○
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員
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野
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や
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あ
き
　

（
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民
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小
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久
美
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ぐ
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長
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（
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民
連
合
）

金
沢    

 

力

か
な
ざ
わ  

つ
と
む

（
公
明
党
）

の
り 

お

小
林
　
紀
夫

こ 

ば
や
し 

（
自
民
党
）



（ 9 人）

建
設
常
任
委
員
会

検
査
室
、
建
設
部
、
都
市
整
備
部
及
び
上
下
水
道

局
の
所
管
に
属
す
る
事
項

新し い委員が決まり まし た
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手
塚     

泉

て  

づ
か
　
　

　 

い
ず
み

（
自
民
党
）

　 ▲議会運営委員会の様子

▲ご意見などは

こちらから

◎
委
員
長

○
副
委
員
長

本市議会では、より 多く の方々に議会や市政に

対し て興味・ 関心を持ってもらえるよう 、「 見やす

く 、わかり やすく 伝わる 紙面づくり 」に取り 組んで

います。

今後の紙面づくり の参考にするため、ご意見や

ご感想を募集しており ます。下記のＱＲコード から

お気軽にお寄せくださ い！

令和７年６月定例会から
会派持ち時間制による一般質問を本格実施します

皆様のご意見、ご感想をお寄せく ださ い！

本制度は各会派の所属議員数に応じた質問時

間（ １ 人あたり２０ 分）を会派に対し 与えるものです。

こ れにより 議員の質問機会の公平性を担保し 、

一度の定例会においてより 多く の議員が質問でき

るよう になります。

【 議会運営委員会における 検討経過】
　 令和６ 年４ 月～　 一般質問の手法の見直しについて
　 　 　 　 　 　 　 　 協議（ 計１６ 回）
　 　 　 　 　９ 月～　 試行実施（ ９ 、１２ 、３ 月定例会）
　 令和７ 年３ 月　 　 試行実施の結果を踏まえ、令和７
　 　 　 　 　 　 　 　 年度からの本格実施を決定

（ 1 1 人）

議
会
運
営
委
員
会

議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項
、議
会
の
会
議
規
則
や
委
員
会
に
関
す
る
条
例
等
に
関
す
る
事

項
、
議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事
項
に
関
わ
る
調
査
や
、議
案
・
陳
情
等
の
審
査
を
行
い
ま
す

（ 1 1 人）

広
報
広
聴
委
員
会

議
会
広
報
紙
「
あ
な
た
と
市
議
会
」の
発
行
や
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、議
会
に
関
す
る
市
民
意

見
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
す

◎
委
員
長

○
副
委
員
長

中
塚  

英
範
（
市
民
連
合
）

石
川
　
京
樹
（
維
新
）

（
自
民
党
）

た
か
は
し

ひ
で 

き

（
共
産
党
）

◎
委
員
長

○
副
委
員
長

（
自
民
党
）

高
橋  
英
樹
（
市
民
連
合
）

佐
藤
　
恭
子

さ 

と
う
　

き
ょ
う
こ

（
維
新
）

（
自
民
党
）

（
市
民
連
合
）

（
清
風
）

山
﨑
　
昌
子

や
ま
ざ
き
　
　
ま
さ 

こ

（
自
民
党
）

い
し
か
わ 

あ
つ 

き

な
か
つ
か
　
ひ
で
の
り
　

岩
井
　
潤
子

い
わ 
い
　

じ
ゅ
ん
こ

（
公
明
党
）

茂
木
　
祐
佳
里

も
て 

ぎ

ゆ

 

か

 

り

（
維
新
）

柴
田
　
賢
司

し
ば 

た

け
ん 

じ

（
自
民
党
）

保
坂
　
栄
次

ほ 

さ
か

え
い 

じ

（
未
来
）

高
橋
　
英
樹

た
か
は
し

ひ
で 

き

（
市
民
連
合
）

久
保
井
　
永
三

く 

ぼ 

い

え
い
ぞ
う

（
清
風
）

う
ま
が
み

ご
う

馬
上     

剛

（
自
民
党
）

塚
田
　
典
功

つ
か 

だ  

の
り
か
つ

（
自
民
党
）

こ
ん 

の
　
　 

て
つ 

や

今
野
　
哲
也

福
田 

久
美
子

ふ
く
だ  

く
　
み
　
こ

手
塚    

泉

て 

づ
か
　
　
い
ず
み

（
自
民
党
）

大
久
保 

順
也

お
お 

く  

ぼ    

じ
ゅ
ん
や

（
市
民
連
合
）

久
保
井 

永
三

く
　
ぼ
　
い

え
い
ぞ
う

（
清
風
）

矢
古
宇 

芳
一

や
　
こ
　
う
　  

よ
し
か
ず

小
室 

か
な
子
（
共
産
党
）

こ 

む
ろ
　
　
　 

　
こ

秋
成
　 

大

あ
き
な
り
　  

　
だ
い

（
公
明
党
）

ひ
ら
ま
つ

あ
き 

お

平
松
　
明
夫

若
林  

芽
育

わ
か
ば
や
し

め
ぐ
み

佐
藤  

孝
明

さ 

と
う
　

た
か
あ
き
　（

自
民
党
）

柴
田  

賢
司

し
ば 

た

け
ん 

じ

篠
﨑  

圭
一

し
の
ざ
き

け
い
い
ち

（
自
民
党
）

山
﨑
　
昌
子

や
ま
ざ
き
　
　
ま
さ 

こ

（
自
民
党
）

（
自
民
党
）

柴
田  

賢
司

し
ば 

た

け
ん 

じ

菅
野
　
大
造
（
公
明
党
）

か
ん 

の

だ
い
ぞ
う

篠
﨑  
圭
一

し
の
ざ
き

け
い
い
ち

（
自
民
党
）
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7 年度予算審査の概要

令和7 年度　 一般会計予算の概要

総務常任委員会

歳入（ 2 ,4 0 6 億円）

各常任委員会の結論

総務常任委員会

起立採決の結果、原案どおり 可決

厚生常任委員会

起立採決の結果、原案どおり 可決

子ども 教育常任委員会

起立採決の結果、原案どおり 可決

環境経済常任委員会

起立採決の結果、原案どおり 可決

建設常任委員会

起立採決の結果、原案どおり 可決

　 一般会計の7 年度当初予算の規模は、前年度に対し 、

1 0 9 億8 千万円（ 4 .８％）増の２，4 0 6 億円と なります。

地方特例交付金その他依存財源

1 .7％
（ 4 2 億7 0 0 万円）

市税

4 0 .8 ％
国・ 県支出金

自主財源

5 6 .4 ％

依存財源

市税

4 0 .8 ％
（ 9 8 2 億9 ,5 0 0 万円）

（ 6 7 6 億6 ,0 6 5 万円）

（ 1 ,0 5 0 億3 ,2 8 5 万円）

（ 9 8 2 億9 ,5 0 0 万円）

分担金・
負担金

0 .5％
（ 1 1 億1 ,8 8 1 万円）

使用料・ 手数料

1 .2 ％
（ 2 9 億6 ,2 2 9 万円）

繰入金

3 .6％
（ 8 5 億6 ,1 7 2 万円）

地方消費税交付金

5 .9％
（ 1 4 2 億円）

地方交付税

1 .5 ％
（ 3 5 億円）

国・ 県支出金

2 8 .1 ％

4 3 .6％

2 8 .1 ％
（ 6 7 6 億6 ,0 6 5 万円）

市債

5 .8 ％
（ 1 3 9 億4 ,6 2 0 万円）

法人事業税交付金

0 .6 ％
（ 1 5 億1 ,9 0 0 万円）

諸収入
その他自主財源

1 0 .3 ％
（ 2 4 6 億5 ,9 3 1 万円）

自主財源

5 6 .4 ％
（ 1 ,3 5 5 億9 ,7 1 4 万円）（ 1 ,3 5 5 億9 ,7 1 4 万円）

依存財源

4 3 .6％
（ 1 ,0 5 0 億3 ,2 8 5 万円）

Q

A

総務常任委員会の
会議の様子▶

≪沖縄県う るま市と の連携交流事業≫

　 今後どのよう に連携交流を強化し ていく のか？

Q

≪地域内交通における実証運行の実施≫

　 新たな運行方式による実証実験
の内容と 今後の展望は？

議員

議員

執行部

　 ７ 年度は、友好都市締結１ 周年と 、う る

ま市制施行２０周年の節目の年のため、記

念事業の実施や本市PRブースをう るま市

へ出展すること などを検討していく 。

A

執行部

　 各停留所間を予約に応じ て運行するミ ー

ティ ングポイント 型のデマンド 方式による実

証運行を細谷・ 上戸祭地区で実施し ている。

　 加えて今後、隣接する複数地区による共

同運行も 検討し ていく 。

厚生常任委員会

Q

A

厚生常任委員会の
会議の様子▶

≪自治会活動の支援≫

　 自治会活動を今後どのよう に
支援し ていく のか？

Q
≪女性活躍推進事業≫

　 今後どのよう な取り 組みを
行っていく のか？議員

議員

執行部

　 高齢者などの活動参加負担軽
減を図った自治会に対する支援金
の交付、自治会費の口座振替導入
費用の助成、地区版の自治会シン
ポジウムの開催などを 、関係者と
連携し ながら実施予定である。

A

執行部

　 女性の仕事と 健康課題の両立支援セ
ミ ナーやフ ェ ムテッ ク 製品の活用促進
イ ベント の開催など、女性がより 活躍で
きる社会を目指し て取り 組んでいく 。



7 年度予算審査の概要
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建設常任委員会

Q

A

建設常任委員会の
会議の様子▶

≪JR宇都宮駅西口駅周辺の交通影響調査≫

　 ロータリ ーへの自動車乗り 入れを極力減ら
す方針だが、道路の混雑対策は？

Q
≪大谷景観公園再整備≫

どのよう に再整備し ていく のか？

議員

議員

執行部

　 西口の整備に当たっては、一般

車やバスなどの交通影響につい

て調査し 、様々な検証を行いなが

ら 、必要な対策を検討し ていく 。

A

執行部

　 ７ 年度に、照明施設、休憩施設、園路な

どの整備に係る実施設計を行い、８・９ 年

度に整備を行う 予定である。

環境経済常任委員会

Q

A

環境経済常任委員会の
会議の様子▶

≪都市ブランド 戦略≫

　 宇都宮ブランディ ングアライアンス（ 旧宇都
宮ブランド 推進協議会）の取り 組み内容は？

Q
≪次世代産業イノ ベーショ ン≫

　 どのよう な分野の産業を
支援するのか？

議員

議員

執行部

　 テレビ CM などを 活用し たブラ ンド プ

ロ モーショ ンや、お試し 移住体験などの

移住定住の促進のほか、プロスポーツと

連携し た取り 組みなどを行っている。

A

執行部

　 成長性が高いスタ ート アッ プ企

業の伴走支援と し て 、農業やス

ポーツなどさ まざまな分野から 募

集し 、支援を行っている。

総務費

8 .4 ％
（ 2 0 1 億1 ,1 4 4 万円）消防費

2 .8％
（ 6 6 億6 ,2 8 7 万円）

公債費

5 .8 ％
（ 1 3 8 億6 ,2 0 0 万円）

予備費など

0 .0 ％
（ 1 億2 1 万円）

教育費

9 .0％
（ 2 1 6 億9 ,3 8 5 万円）

民生費

4 2 .2％
（ 1 ,0 1 4 億3 ,8 8 4 万円）

衛生費

7 .6 ％
（ 1 8 2 億3 1 3 万円）

労働費

0 .0 ％
（ 7 ,1 7 2 万円）

議会費

0 .4 ％
（ 9 億7 ,1 9 5 万円）

農林水産業費

0 .8 ％
（ 2 0 億1 5 万円）

商工費

1 1 .1 ％
（ 2 6 7 億9 ,0 5 2 万円）

土木費

1 1 .9％
（ 2 8 7 億2 ,3 2 5 万円）

歳出（ 2 ,4 0 6 億円）

子ども 教育常任委員会

Q

A

子ども 教育常任委員会の
会議の様子▶

※金額などについては、端数処理を行っています。

≪ヤングケアラ ーの実態調査≫

どのよう に実態調査を行っていく のか？

Q
≪デジタ ル採点ソフト の導入≫

　 デジタ ル採点ソフト と は、
どのよう なも のか？

議員

議員

執行部

　 小中学生は、学校を通じ て調査する。

　 高校生世代は、今後、県と 連携・ 協議

し な がら 、より 良い実施方法を 決定し

ていく 。

A

執行部

　 答案をスキャナーで読み込むこと で、一

括採点ができるソフト であり 、採点時間の

短縮が期待できる。

　 また、回答結果がデジタ ルで集約さ れ

るため、業務の効率化なども 期待できる。
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＜放送スケジュール＞＜放送スケジュール＞

と ちぎテレ ビで放送

井上咲楽のサク サク！
う つのみや市議会

　 次回の放送では、「 地域で支え
合う 取組」について紹介します。

↑前回の放送

「 大学生の考える宇都宮市」は、
こちらからご覧いただけます！

議会のニュ ース

◎「 あなたと 市議会」20 0 号の印刷費2 ,027,0 8 0円（ 消費税含む）　 　 　 ◎次回の発行は、7月下旬の予定です。

あなたと 市議会2 0 0 号の内容に関するお問い合わせ　 　 0 2 8 -6 3 2 -2 6 1 1 　 議会事務局政策調査課

今回の表紙について

～開かれた議会の取り 組み～

　 今回の表紙は、節目と なる２００ 号が発行さ れる「 今」の市議会を、皆様にダイレ

クト にお伝えするため、議場内における 現職議員45名の写真を掲載しています。

　 今後も 、議会広報紙を通じて、議会の活動や取り 組みなどをお伝えするととも

に、より 多く の皆様に議会や行政に対する 理解を深めていただけるよう 、開かれた

議会の取り 組みを推進していきます！

意 

見 

書

〜
意
見
書
を
国
な
ど
の
関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
〜

◆
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
、

教
育
現
場
の
実
態
調
査
と
環
境
整
備
を
求
め
る

意
見
書

趣
　
旨
　
全
国
の
教
育
現
場
に
お
け
る
障
が
い
の
あ

る
子
ど
も
に
よ
る
暴
力
行
為
の
実
態
を
調
査
し
、
教

職
員
の
適
正
な
人
材
配
置
等
の
環
境
整
備
な
ど
を
、

国
に
お
い
て
早
急
に
取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

◆
選
挙
の
適
正
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
に
速
や
か

な
対
応
を
求
め
る
意
見
書

趣
　
旨
　
今
後
執
行
さ
れ
る
各
種
選
挙
に
お
い
て
、

選
挙
活
動
と
称
し
た
不
当
な
行
為
か
ら
国
民
の
権
利

と
安
全
を
守
り
、
健
全
な
選
挙
が
守
ら
れ
る
よ
う
、
所

要
の
法
整
備
を
的
確
に
行
う
こ
と
な
ど
を
国
に
強
く

要
望
す
る
。

会
派
の
変
更

　
３
月

３１
日
付
で
、
「
健
」
が
解
散
し
、
４
月
１
日
付
で
、

久
保
井
永
三
議
員
が
「
清
風
ク
ラ
ブ
」に
加
わ
り
ま
し
た
。

正
副
議
長
選
挙

　
３
月
２５
日
に
馬
上
剛
議
長
と
今
井
政
範
副
議
長
の
辞

任
に
伴
う
選
挙
を
行
っ
た
結
果
、
塚
田
典
功
議
員
が
議

長
に
、
黒
子
英
明
議
員
が
副
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

※上記日程は変更になる可能性がありますので、
　 ご来場の際は、事前にお問い合わせください。

6 月定例会の日程（ 予定）

  6 日（ 金）6 月 午前1 0 時

1 2 日（ 木）

1 3 日（ 金）

1 6日（ 月）

1 7 日（ 火）

〃

本会議開会

1 9 日（ 木）
2 0 日（ 金）

〃各常任委員会

3 0 日（ 月） 〃本会議閉会

一般質問

内　 容 時　 刻月　 日

発行/宇都宮市議会
〒3 2 0-8 5 4 0　 栃木県宇都宮市旭1 丁目1番5 号

編集/宇都宮市議会　 広報広聴委員会

HP/ 宇都宮市議会

電話:0 2 8-63 2 -2 6 11

W EBでも 情報発信中！

スマ ート フォン やタ ブレット でも 広報紙を 見るこ と ができ ます！

ト チギ
イ ーブック ス

▲塚田 典功議長

▲議会体験の様子 ▲中学生の職業体験の様子▲高校生と の意見交換の様子

▲黒子 英明副議長

5月3 0 日(金)午後7 時0 0 分～

6 月  1 日(日)午前9 時1 5 分～

6 月  2 日(月) 午前7 時1 5 分～

す
こ
や
か


